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代
議
制
を
基
本
と
す
る
現
代
民
主
主
義
に
お
い

て
は
、
日
常
的
に
政
治
的
意
思
決
定
を
行
う
国
民

の
代
表
を
有
権
者
が
選
挙
で
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
結
果
選
ば
れ
た
代
表
が
議
員
で
あ
り
、

そ
の
議
員
た
ち
が
集
ま
っ
て
政
党
が
結
成
さ
れ
る
。

政
党
は
、
議
会
に
お
け
る
立
法
活
動
に
お
い
て
中

心
的
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
政
治
指
導
者

を
輩
出
す
る
。
つ
ま
り
、
選
挙
と
政
党
は
、
民
主

政
治
の
根
幹
を
な
す
制
度
な
の
で
あ
る
。

　

一
九
九
八
年
の
民
主
化
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
お
い
て
も
、
選
挙
と
政
党
は
政
治
の
中
心

を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
民
主
化
直
後
、
ス
ハ

ル
ト
時
代
に
禁
じ
ら
れ
て
い
た
政
党
の
設
立
が
自

由
化
さ
れ
る
と
、
一
年
も
経
た
な
い
う
ち
に

二
〇
〇
以
上
の
政
党
が
設
立
さ
れ
た
。
一
九
九
九

年
六
月
に
は
、
民
主
化
後
初
の
国
民
議
会
（
Ｄ
Ｐ

Ｒ
）
議
員
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
選
挙
参
加
資
格

を
得
た
四
八
政
党
の
う
ち
二
一
政
党
が
議
席
を
獲

得
し
た
。
そ
の
五
年
後
の
二
〇
〇
四
年
四
月
に
は

任
期
満
了
に
伴
う
民
主
化
後
二
度
目
の
議
会
総
選

挙
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
選
挙
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
初
め
て
、
民
主
的
に
選
出
さ
れ
た
議
員
と
民

主
的
に
樹
立
さ
れ
た
政
権
に
対
し
て
国
民
が
審
判

を
下
す
選
挙
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
年
七
月
に

は
史
上
初
の
大
統
領
直
接
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
九

月
の
決
選
投
票
を
経
て
一
〇
月
に
新
大
統
領
が
誕

生
し
た
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
選
挙
が
平
和
裡
に
実

施
さ
れ
た
こ
と
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
主
化
は

ひ
と
ま
ず
完
了
し
た
。

●
一
九
五
五
年
総
選
挙
と
ア
リ
ラ
ン・

ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
の
は

一
九
九
九
年
が
初
め
て
で
は
な
い
。
ス
ハ
ル
ト
時

代
に
お
い
て
も
選
挙
は
定
期
的
に
実
施
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
参
加
政
党
が
ゴ
ル
カ
ル

（
職
能
団
体
）、
開
発
統
一
党
、
民
主
党
の
一
団
体

二
政
党
に
制
限
さ
れ
、
政
府
に
よ
る
監
視
と
干
渉

に
よ
っ
て
必
ず
与
党
ゴ
ル
カ
ル
が
勝
つ
選
挙
で

あ
っ
た
。
ス
ハ
ル
ト
時
代
、
代
表
選
出
に
よ
る
政

府
の
形
成
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
選
挙
は
一
度
と

し
て
な
く
、「
民
主
主
義
の
祭
典
」
と
い
う
言
葉

ど
お
り
、
選
挙
は
民
主
主
義
を
偽
装
す
る
た
め
の

儀
式
的
な
意
味
合
い
し
か
持
た
な
か
っ
た
。

　

一
九
九
九
年
以
前
に
実
施
さ
れ
た
選
挙
の
な
か

で
、
唯
一
民
主
的
と
言
え
る
も
の
が
一
九
五
五
年

の
第
一
回
総
選
挙
で
あ
る
。
議
会
制
民
主
主
義
期

と
呼
ば
れ
る
時
期
に
実
施
さ
れ
た
こ
の
選
挙
に
は
、

一
七
八
以
上
の
政
党
・
団
体
等
が
参
加
し
、
二
八

の
政
党
・
団
体
等
が
議
席
を
獲
得
し
た
。
そ
の
な

か
で
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
指
向
の
異
な
る
四
つ
の

主
要
政
党―

世
俗
主
義
系
の
国
民
党
、
イ
ス
ラ
ー

ム
系
の
マ
シ
ュ
ミ
と
ナ
フ
ダ
ト
ゥ
ル
・
ウ
ラ
マ
ー

（
Ｎ
Ｕ
）、
そ
し
て
共
産
党―

が
ほ
ぼ
同
じ
得
票

率
で
並
立
し
た
（
表
１
）。

　

こ
の
四
大
政
党
の
出
現
と
い
う
現
象
は
、「
ア

リ
ラ
ン
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
と
呼
ば
れ
た
。「
ア

リ
ラ
ン
」
と
は
、
元
来
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
「
潮

流
」
と
い
う
意
味
だ
が
、
社
会
宗
教
的
な
対
立
軸

（
亀
裂
）
が
政
治
的
指
向
の
違
い
と
な
っ
て
あ
ら

わ
れ
、
そ
れ
が
政
党
を
中
心
に
組
織
化
さ
れ
て
い

る
状
態
を
表
す
概
念
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

一
九
五
〇
年
代
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
だ
が
ア
ニ
ミ

ズ
ム
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
・
仏
教
な
ど
と
の
混
淆
主

義
的
信
仰
を
も
つ
有
権
者
が
、
政
治
的
に
は
世
俗

主
義
の
立
場
を
と
る
国
民
党
と
共
産
党
を
支
持
し

た
。他
方
、敬
虔
な
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が
イ
ス
ラ
ー

ム
系
の
マ
シ
ュ
ミ
と
Ｎ
Ｕ
を
支
持
し
た
。
こ
の
よ

う
な
社
会
宗
教
的
亀
裂
を
背
景
と
し
た
政
党
間
競

合
が
ア
リ
ラ
ン
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
一
九
五
九
年
に
ス
カ
ル
ノ
初
代
大
統

領
が
「
指
導
さ
れ
る
民
主
主
義
」
と
い
う
名
の
権

インドネシアの民主化10年─その成果と課題

選
挙
政
治
の
展
開
と
有
権
者
の
投
票
行
動
が
も
た
ら
す
政
治
の
変
化
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威
主
義
体
制
を
発
足
さ
せ
て
以
降
、
ス
ハ
ル
ト
時

代
を
通
じ
て
政
党
の
活
動
は
大
き
く
制
限
さ
れ
、

選
挙
と
議
会
は
形
骸
化
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
政

治
体
制
の
変
動
に
伴
っ
て
、「
ア
リ
ラ
ン
」
も
政

治
の
表
舞
台
か
ら
は
姿
を
消
し
た
。

●
有
権
者
の
投
票
行
動
は
変
わ
っ
た
の

か
？

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
九
九
年
に
再
び
民
主
的
な
選

挙
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
と
、
こ
の
ア
リ
ラ
ン
・
ポ

リ
テ
ィ
ク
ス
が
息
を
吹
き
返

す
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に

注
目
が
集
ま
っ
た
。

　

一
九
九
九
年
の
民
主
化
後

初
の
総
選
挙
で
は
、
ス
カ
ル

ノ
初
代
大
統
領
の
長
女
メ
ガ

ワ
テ
ィ
が
率
い
る
闘
争
民
主

党
が
、
大
票
田
の
ジ
ャ
ワ
島

や
バ
リ
島
で
圧
勝
す
る
な
ど

し
て
第
一
党
に
な
っ
た
。
ス

ハ
ル
ト
時
代
の
与
党
で
あ
る

ゴ
ル
カ
ル
党
は
、
ジ
ャ
ワ
以

外
の
外
島
地
域
で
根
強
い
支

持
を
獲
得
し
、
第
二
党
に
食

い
込
ん
だ
。
第
三
党
以
下
第

六
党
ま
で
は
、
ス
ハ
ル
ト
時

代
の
野
党
・
開
発
統
一
党
、

Ｎ
Ｕ
の
後
継
政
党
で
あ
る
民

族
覚
醒
党
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

第
二
の
規
模
を
も
つ
イ
ス

ラ
ー
ム
教
組
織
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
を
支
持
基
盤
と
す

る
国
民
信
託
党
、
マ
シ
ュ
ミ
の
後
継
政
党
で
あ
る

月
星
党
な
ど
の
イ
ス
ラ
ー
ム
系
政
党
が
占
め
た
。

　

民
主
化
後
二
度
目
の
二
〇
〇
四
年
総
選
挙
で
は
、

闘
争
民
主
党
が
惨
敗
し
、
ゴ
ル
カ
ル
党
が
第
一
党

に
返
り
咲
い
た
が
、
こ
の
二
政
党
を
含
む
主
要
政

党
の
ほ
と
ん
ど
が
得
票
率
を
減
ら
す
な
ど
、
既
存

政
党
に
対
す
る
不
信
が
有
権
者
の
意
思
と
し
て
示

さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
民
主
主
義
者
党
、
福
祉

正
義
党
と
い
っ
た
過
去
の
政
党
と
何
の
つ
な
が
り

も
な
い
新
党
が
躍
進
し
た
（
表
１
）。

　

こ
の
二
回
の
選
挙
結
果
か
ら
、
ア
リ
ラ
ン
が
再

び
選
挙
政
治
の
場
で
力
を
持
ち
始
め
た
の
か
、
そ

れ
と
も
過
去
四
〇
余
年
間
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
経

験
し
た
社
会
経
済
変
動
に
よ
っ
て
ア
リ
ラ
ン
は
消

滅
し
て
し
ま
っ
た
の
か
、
結
論
づ
け
る
こ
と
は
容

易
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
筆
者
ら
の
分
析
で
は
、
民
主
化
後
の

選
挙
に
お
い
て
も
、
世
俗
主
義
的
な
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
指
向
の
有
権
者
と
敬
虔
な
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒

の
有
権
者
の
間
に
は
投
票
行
動
に
大
き
な
違
い
が

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た（
参
考
文
献
①
）。
つ
ま
り
、

前
者
の
多
く
が
闘
争
民
主
党
や
ゴ
ル
カ
ル
党
を
支

持
し
た
の
に
対
し
て
、
後
者
の
多
く
は
民
族
覚
醒

党
、開
発
統
一
党
、国
民
信
託
党
、月
星
党
と
い
っ

た
イ
ス
ラ
ー
ム
系
政
党
に
投
票
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
民
主
化
後
の
選
挙
で
政
党
の
得
票

率
が
大
き
く
変
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、

ア
リ
ラ
ン
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
一
九
九
九
年
と
二
〇
〇
四
年
の
総
選
挙
を
比

べ
る
と
、
投
票
先
を
変
え
た
有
権
者
の
割
合
は

二
三
％
に
の
ぼ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
総
選
挙
に

参
加
し
た
政
党
を
世
俗
主
義
系
と
イ
ス
ラ
ー
ム
系

の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
見
る
と
、

一
九
九
九
年
と
二
〇
〇
四
年
で
異
な
る
グ
ル
ー
プ

の
政
党
に
投
票
し
た
有
権
者
は
わ
ず
か
一・
五
％

に
す
ぎ
な
い
。
二
つ
の
選
挙
の
間
で
投
票
先
を
変

え
た
有
権
者
の
う
ち
、
約
九
四
％
は
同
じ
グ
ル
ー

プ
の
な
か
で
投
票
先
を
変
え
た
こ
と
に
な
る
。

　

例
え
ば
、
世
俗
主
義
的
指
向
を
も
つ
有
権
者
は
、

一
九
九
九
年
総
選
挙
で
は
民
主
化
指
導
者
と
し
て

人
気
の
あ
っ
た
メ
ガ
ワ
テ
ィ
に
期
待
し
て
闘
争
民

主
党
に
投
票
し
た
も
の
の
、
そ
の
期
待
が
裏
切
ら

れ
た
と
感
じ
る
と
、
二
〇
〇
四
年
総
選
挙
で
は
改

革
派
軍
人
と
し
て
人
気
の
高
か
っ
た
ス
シ
ロ
・
バ

ン
バ
ン
・
ユ
ド
ヨ
ノ
を
大
統
領
候
補
に
推
す
民
主

主
義
者
党
の
よ
う
な
同
じ
世
俗
主
義
系
の
新
党
に

投
票
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

敬
虔
な
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
お
い
て
も
、

一
九
九
九
年
総
選
挙
で
は
大
宗
教
組
織
を
支
持
基

盤
に
も
つ
開
発
統
一
党
、
民
族
覚
醒
党
や
国
民
信

託
党
を
支
持
し
た
有
権
者
は
、
こ
れ
ら
の
政
党
の

内
紛
や
旧
態
依
然
と
し
た
体
質
に
失
望
し
、

二
〇
〇
四
年
に
は
地
道
な
活
動
と
清
新
さ
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
福
祉
正
義
党
の
よ
う
な
同
じ
イ
ス

ラ
ー
ム
系
の
新
党
に
投
票
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
民
主
化
後
の
選
挙
に
お
け
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
有
権
者
は
、
た
と
え
投
票
先
の
政

党
を
変
え
る
と
し
て
も
、
世
俗
主
義
対
イ
ス
ラ
ー

ム
と
い
う
一
九
五
〇
年
代
（
も
し
く
は
、
独
立
以

前
）
か
ら
続
く
ア
リ
ラ
ン
を
越
え
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

表1　国民議会（DPR）議員総選挙の結果
議会制民主主義期 民 主 化 後
1955年総選挙 1999年総選挙 2004年総選挙

イスラーム系� （合計43.9） （合計37.6） （合計38.3）
マシュミ（Masyumi） 20.9 開発統一党（PPP） 10.7 開発統一党（PPP） 8.2 
ナフダトゥル・ウラマー（NU）18.4 民族覚醒党（PKB） 12.6 民族覚醒党（PKB） 10.6 
イスラーム連盟党（PSII） 2.9 国民信託党（PAN） 7.1 国民信託党（PAN） 6.4 
イスラーム教育運動 1.3 月星党（PBB） 1.9 月星党（PBB） 2.6 

正義党（PK） 1.4 福祉正義党（PKS） 7.3 
その他イスラーム系政党 0.4 その他イスラーム系政党 4.0 その他イスラーム系政党 3.2 

世俗主義系� （合計35.4） （合計62.4） （合計61.7）
国民党（PNI） 22.3 ゴルカル党（Golkar） 22.4 ゴルカル党（Golkar） 21.6 
キリスト教徒党（Parkindo） 2.7 闘争民主党（PDIP） 33.7 闘争民主党（PDIP） 18.5 
カトリック党 2.0 民主主義者党（PD） 7.5 
社会党（PSI） 2.0 福祉平和党（PKS） 2.1 
その他世俗主義系政党 6.4 その他世俗主義系政党 6.2 その他世俗主義系政党 12.0 

共産主義系政党� （合計18.0）
共産党（PKI） 16.4 
その他共産主義系政党 1.6 

（出所）参考文献①。
（注）�数値は得票率。ただし、1955年総選挙については、全参加政党・団体等の最終得票結果の公式記録が残ってい

ないため、表の数値を足し挙げても100にはならない。
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有
権
者
の
投
票
行
動
に
は
、
明
ら
か
に
歴
史
的
な

連
続
性
が
見
て
と
れ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

●
大
統
領
直
接
選
挙
と
有
権
者
の
投
票

行
動
の
変
化

　

世
俗
主
義
対
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
対
立
軸
は
、

現
在
の
選
挙
政
治
に
お
い
て
も
有
効
で
あ
る
よ
う

だ
が
、
民
主
化
後
二
度
の
総
選
挙
に
お
い
て
観
察

さ
れ
た
大
き
な
投
票
変
動
は
、
有
権
者
の
政
党
支

持
が
非
常
に
流
動
的
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
も

い
る
。
こ
の
よ
う
な
有
権
者
の
新
し
い
投
票
行
動

パ
タ
ー
ン
は
、
二
〇
〇
四
年
の
大
統
領
直
接
選
挙

や
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
地
方
首
長
直

接
選
挙
で
顕
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
大
統
領
・
地
方
首
長
の
直
接
選

挙
と
い
う
選
挙
制
度
の
特
徴
と
関
係
が
あ
る
。
例

え
ば
、
大
統
領
選
挙
で
候
補
者
が
当
選
す
る
た
め

に
は
、
全
国
を
一
区
と
し
絶
対
多
数
を
獲
得
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
各
候
補
者
は
、

党
派
を
超
え
て
幅
広
く
支
持
を
獲
得
す
る
必
要
性

に
迫
ら
れ
る
。
支
持
を
最
大
化
す
る
た
め
に
は
、

世
俗
主
義
対
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
っ
た
対
立
軸
を
は

さ
ん
で
対
抗
関
係
に
あ
る
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
代

表
す
る
人
物
が
正
副
大
統
領
候
補
と
し
て
ペ
ア
を

組
む
こ
と
が
望
ま
し
い
。
実
際
、
二
〇
〇
四
年
大

統
領
選
挙
の
立
候
補
者
た
ち
は
、
す
べ
て
政
治
的

対
立
軸
を
ま
た
ぐ
組
合
せ
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
各
候
補
者
と
も
政
治
的
対
立
軸

を
表
面
化
さ
せ
な
い
よ
う
選
挙
民
を
包
括
的
に
取

り
込
む
戦
略
を
採
っ
た
た
め
、
候
補
者
間
で
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
的
違
い
は
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え

投
票
の
決
め
手
は
、
選
挙
前
の
政
権
に
対
す
る
評

価
や
、
候
補
者
個
人
に
対
す
る
評
価
と
な
っ
た
。

大
統
領
選
を
前
に
し
て
実
施
さ
れ
た
各
種
世
論
調

査
で
も
、
有
権
者
が
最
も
重
要
視
す
る
投
票
基
準

と
し
て
、
指
導
力
、
人
柄
、
信
頼
性
と
い
っ
た
候

補
者
の
個
人
的
資
質
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

二
〇
〇
四
年
の
大
統
領
選
挙
で
、
選
挙
制
度
の

特
徴
と
有
権
者
の
投
票
行
動
の
変
化
を
最
も
的
確

に
理
解
し
て
い
た
の
が
ユ
ド
ヨ
ノ
で
あ
っ
た
。
と

も
に
決
選
投
票
に
進
ん
だ
メ
ガ
ワ
テ
ィ
が
大
政
党

の
連
合
に
よ
る
組
織
票
の
動
員
に
よ
っ
て
勝
利
を

目
指
そ
う
と
し
た
の
に
対
し
て
、
ユ
ド
ヨ
ノ
は
、

立
候
補
表
明
直
後
か
ら
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
戦
略
を
積
極
的
に
展
開
し
た
。

　

有
権
者
の
メ
ガ
ワ
テ
ィ
政
権
に
対
す
る
マ
イ
ナ

ス
の
評
価
は
厳
し
く
、
結
果
的
に
メ
ガ
ワ
テ
ィ
の

政
党
頼
み
の
選
挙
戦
略
は
有
効
に
作
用
し
な
か
っ

た
。
一
方
、
個
人
的
イ
メ
ー
ジ
を
訴
え
る
ユ
ド
ヨ

ノ
の
選
挙
戦
略
は
功
を
奏
し
、
ユ
ド
ヨ
ノ
は
大
統

領
選
挙
を
制
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

ユ
ド
ヨ
ノ
の
勝
利
は
、
有
権
者
が
政
府
の
施
策

や
政
治
家
の
行
動
を
投
票
の
基
準
に
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
如
実
に
示
す
も
の
と
な
っ
た
。
有
権

者
を
無
視
し
た
政
治
家
・
政
党
は
、
厳
し
い
選
挙

の
洗
礼
を
浴
び
る
と
い
う
民
主
政
治
で
は
ご
く
当

た
り
前
の
こ
と
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
起
こ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

●
再
び
選
挙
の
年
を
迎
え
る

　

民
主
化
後
の
選
挙
を
通
じ
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、

有
権
者
が
投
票
を
行
う
際
、
依
然
と
し
て
世
俗
主

義
対
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
伝
統
的
な
対
立
軸
を
基

準
に
し
て
い
る
一
方
、
大
き
な
投
票
変
動
や
大
統

領
選
挙
の
結
果
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
政
党
支
持

に
基
づ
か
な
い
投
票
行
動
が
あ
ら
わ
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
有
権
者
の
政
党
支
持
が
決
し
て
固

定
的
で
な
い
以
上
、
当
選
を
目
指
す
政
治
家
も
他

党
と
の
競
争
に
晒
さ
れ
る
政
党
も
、
有
権
者
の
目

を
意
識
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
選
挙
を
実
施
す
れ
ば

自
動
的
に
政
治
家
や
政
党
が
民
意
に
沿
っ
た
行
動

を
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
選
挙
政

治
の
展
開
は
、
い
や
が
上
に
も
、
国
民
の
方
を
向

い
た
政
治
を
政
治
家
や
政
党
に
求
め
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
は
、
ス
ハ
ル
ト
時
代
の
上
意
下
達
の
政

治
の
あ
り
方
か
ら
の
根
本
的
な
転
換
を
意
味
す
る
。

　

二
〇
〇
九
年
に
は
、
再
び
選
挙
の
年
が
や
っ
て

来
る
。
議
会
総
選
挙
で
も
大
統
領
選
挙
で
も
、
激

し
い
選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ユ
ド

ヨ
ノ
大
統
領
の
再
選
は
あ
る
の
か
、
新
し
い
候
補

者
が
登
場
す
る
の
か
、
五
年
前
に
躍
進
し
た
新
党

は
生
き
残
れ
る
の
か
、
既
存
政
党
の
巻
き
返
し
は

あ
る
の
か
、
注
目
の
一
年
間
と
な
る
。

（
か
わ
む
ら　

こ
う
い
ち
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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